
R4,5,29 

「肥満・耐糖能異常を解決するための保健指導資料」の組み立てメモ 

 

今回は、健診データ（事例）から出発して、肥満・耐糖能異常を解決するための保健指導資料の作成

と保健指導の流れを考えました。 

 

まずは、健診データから対象者の明確化です。  

「肥満度分類のⅠ度からⅣ度までに中で、どこを優先対象者とするか？ データをみました。 

 

① 肥満、BMI２５以上の人はどの段階に何人いるだろう 

 

                                   

                                   肥満度分類の 

                                   どの段階に何院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※肥満診療ガイドラインより 

                           「高度肥満」は、保健指導資料「肥満症の治療」へ 

 

一番は、肥満度Ⅰ度、Ⅱ度。 

この人たちを中心に保健指導する。 

 

皆さんも、自分の地区のデータをみてください。 

 

そして、 

② どの年齢、どの段階が改善しやすいか 

 みてみました 

 

 

対象を、改善しやすい若い世代とする。 

 

 



さらに、 

③ 重症化予防のための対象はどの段階の人か、HbA1c区分でみてみました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肥満ありの人が耐糖能異常の段階で、すでに血管障害を発症しています。 

耐糖能異常の人（まだ、糖尿病の治療の段階でない人）の血管障害を守ることが重要。 

     

 

健診・レセプトデータから、保健指導の優先対象者を「若い世代の肥満・耐糖能異常の人」 

 

（データ・経年表に色がつく、そして動脈硬化が進む）として、保健指導資料を考えました。 

 

肥満・耐糖能異常の保健指導（治療）の「第１は食事療法」です。 

 

令和３年７月益崎先生のお話から、肥満と脳のメカニズムを学び、 

 

事例（健診データ）から出発して、最新肥満症学等の文献から肥満の特性を学びました。 

 

「保健指導資料」は、肥満（脂肪細胞の増加）により体の中で何が起こっているかを住民に 

 

理解してもらえるように流れを考え、まずは目標を体重３－５kｇ減量（５％減量）としました。 

 

「食の資料」は、何をどれだけ食べるかの栄養指導から、住民自身が体重が増えた時によく 

 

食べていた物に気づき、「何を減らして何を増やすか」を考え、食品の性質を知って選択 

 

できるように、保健指導を実践している若手メンバーの力も借りて資料の流れを考えました。 

 

 

 



そして、 

健診データの「１、血糖（耐糖能異常）、HbA1c」の資料は、糖尿病プロジェクトの中で、 

 

新たに「肥満・耐糖能異常」を解決するための、別のプロジェクトを立ちあげ、 

 

メンバーには、実践をしている長野県の若手（20-30代）を入れて資料づくりをしました。 

 

「肥満・耐糖能異常のメカニズムから食につなぐ資料」です。 （若手の力に感動と刺激大！） 

 

平成２９年７月冊子「冒険と挑戦」を基本に、対象者は、若い世代で、糖尿病の人でなく、 

 

増えている「肥満・耐糖能異常（治療の段階でない境界領域の人）」を意識して作成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まずは、使ってみて、気づいたこと、住民さんの声、反応を教えてください。 

 

                       肥満プロジェクト、耐糖能異常資料作成新プロジェクト代表 

 

資料№ 資料 資　　料　　名

1 ヘモグロビンA１ｃとは

3 健診を受けた人の中での私の位置は？

4 HｂＡ１ｃと体重の変化 ①HｂＡ１ｃと体重の変化 

5 HｂＡ１ｃとＧＦＲの変化 ②HｂＡ１ｃとＧＦＲの変化 

6 糖尿病腎症の経過～私はどの段階？ ③糖尿病腎症の経過～私はどの段階？

10 糖尿病のタイプ 3 肥満の構造図

【食事療法の必要性】 【食へつなぐ】

9 糖尿病とはどういう病気なのでしょうか？ 4 糖尿病とはどういう病気なのでしょうか？

2 治療の進め方 5 治療の進め方

14 どうして体重を減らさないといけないの？ 6 体はあらゆる物を脂肪にして蓄えようとします

11 インスリンの仕事 7 インスリンはなぜ効かないの？

12 食べ物を食べると体は血糖を取り込むための準備をします 8 自分はなにを食べて体重が増えるタイプなの？

12－① 食品の特色により吸収時間が違います 9 胃に入れてお得なものとは？

13 私はどのパターン？（抵抗性） 10 食品と血糖の変化（リブレ）

11 食事療法の基本

　　　★　肥満の食資料と合体

令和４年７月冊子「肥満・耐糖能異常解決のための保健指導」

資　　料　　名

1 HｂA1cって何だろう？　私のHbA１cはどの段階？

2

糖尿病の教材 「冒険と挑戦」（H29.7月）

経年表

肥満と耐糖能異常の教材 （試み）

経年表

★ 対象は、２型糖尿病 未受診者 ★ 対象は、肥満・耐糖能異常（治療段階でない人）

（修正）

正常高値・境界領域を入れ

て、資料１、３を合体

（修正）

糖尿病治療ガイド2022-

2023へ修正

（修正）

糖尿病でなく肥満構造図

を使う

（修正）

糖尿病治療ガイド2022-2023へ修正 （新） 食へつなぐための新しい資料一式


